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令和２年７月３日からの大雨に関する労災診療費等の請求の取扱いについて 

 

 

令和２年７月３日からの大雨による被災に関する労災診療費等の請求の取扱いについて、厚生

労働省労働基準局長より示されましたので、ご連絡申し上げます。 

具体的な取扱いにつきましては、下記のとおりとなっておりますので、貴会関係会員への周知

方ご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 
 
１ 令和２年６月診療分に係る労災診療費等の請求について 

今回の令和２年７月３日からの大雨による被災により診療録やレセプトコンピューター等

を滅失、汚損又は棄損等した場合の対応として、下記の場合において、「２ 特例請求を行

う場合の取扱いについて」に基づき、概算による診療費の請求（以下、「特例請求」）を行

うことができます。 

 

・診療録等の滅失等の場合の特例請求 

今回の大雨により、診療録やレセプトコンピューター等を滅失、汚損又は棄損した労災

保険指定医療機関、労災保険指定薬局及び労災保険指定訪問看護事業者（以下、「指定医

療機関等」）は、令和２年６月診療等分について特例請求を行うことができます。 

上記、以外については、下記３により請求を行う。 

 

２ 特例請求を行う場合の取扱いについて 

 

（１）特例請求を選択する指定医療機関等については、やむを得ない事情がある場合を除いて、

令和２年７月１４日までに別紙の「労働者災害補償保険診療費等特例請求書」（以下、「特

例請求書」）に診療実日数等の必要事項を記入の上、所在地を管轄する都道府県労働局に

提出することとなります。 

   

（２）特例請求額の算出方法 

原則として、令和２年４月診療等分から令和２年５月診療等分までの労災診療費等支払

実績（特別な事情がある場合には、別途指定医療機関等と調整をする。）、下記の①から

②により算出し、それを合計して支払を行うことになるため、指定医療機関等においては、

特例請求書に当該指定医療機関等の令和２年６月の入院、外来別の診療実日数を合わせて

記入することになります。 



 

① 入院分 

令和２年４月～令和２年５月 

入院分労災診療費等支払額        令和２年６月の入院診療 

                     × 実日数 

61 日 

 

② 外来分 

令和２年４月～令和２年５月 

外来分労災診療費等支払額        令和２年６月の外来診療 

                     × 実日数 

48 日 

 

（３）特例請求を選択した指定医療機関等については、当該特例請求額をもって令和２年６月

分の労災診療費等支払額を確定するものであります。 

 

３ 通常の方法による請求を行う場合の取扱いについて 

令和２年６月診療分（７月提出分）に係る診療費請求書等の提出期限に遅れたものについ

ては、翌月以降に提出するものとなります。 

 

 

以上、詳細につきましては添付資料をご確認ください。 

 

＜添付資料＞ 

・令和２年７月３日からの大雨に関する労災診療費等の請求の取扱いについて 

（令 2.7.8 基発 0708 第 1 号 厚生労働省労働基準局長） 
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